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ICA は尖った軸を見つける

埋め込みにおける普遍的な幾何学的形状

⚫ 独立な軸の成分の分布は尖っている:

○ PCA は尖った軸を見つけることが不可能．等方的な埋め込みが得られる．

○ ICA は尖った軸を見つけることが可能．異方的な情報に着目．
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⚫独立な軸を見つけるための ICA の手順:

1. 白色化 (PCA) : それぞれの軸を無相関化．

2. 直交変換: 軸の成分がガウス分布との違いの指標を最大化．

スパース性
⚫ ICA変換後の埋め込みは少ない軸で
意味を表す

⚫評価タスク:
1. アナロジータスク
2. 類似度タスク

⚫いくつかの軸の成分をゼロに置換．
非ゼロの軸数を変えて評価を行う．

結果

独立成分分析 (ICA) は統計的独立な軸を
見つける．

目的

1. 埋め込みがどのように意味情報をエン
コードするかを理解する．

2. 埋め込み空間における幾何学的な意味
の関係の普遍性を探求する．

ICA を
使用

1. ICA 変換後の埋め込みの軸の成分は 

尖っている & 解釈可能

2. 尖っている & 解釈可能 な軸は様々な
埋め込みで普遍的

① Cross-Lingual ② Model ③ Modality

1.埋め込みを ICA変換する．
2.翻訳単語の組に関する相関をもとに軸を並べ替え．

ICA は軸のガウス分布との違いの指標を最大化 ICA 後の埋め込みの軸成分の分布は尖っている
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